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1. 大阪市博物館機構の紹介と補助事業概要

▍大阪市博物館機構

平成31（2019）年4月に、全国で初めて博物館・美術館を運営する地方独立行政法人として
設立。以下６つの博物館・美術館を運営。

大阪市立美術館 大阪市立自然史博物館

大阪市立科学館 大阪歴史博物館 大阪中之島美術館※PFI事業者による運営

大阪市立東洋陶磁美術館
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1. 大阪市博物館機構の紹介と補助事業概要

▍補助事業概要

事業名称
大阪市内で活動する博物館群の所蔵データ公開に向けての基礎共
通フォルダ考案・構築に向けての制作事業

事業者

ミュージアム実行委員会（大阪歴史博物館を中核館として機構の
６館・機構・大阪国際交流センター・大阪観光局・大阪市文化財
協会・大阪市立中央図書館で構成）

事業の種類

MuseumDX（博物館DX）推進事業 ※募集案内より

博物館資料の収蔵品データベースの作成を含むデジタル・アーカイブ化とその公開・発
信や博物館における業務のＤＸの双方に効果的に取り組むものであって、博物館の機能
強化、資料の公共化やグローバルな発信、国民の創造的活動への活用に資するものとす
る。なお、申請する事業は、中核館を含む概ね５館（団体）程度が連携し、以下、アと
イの両方を実施する取組とする。
ア 収蔵品データベースの作成を含む、博物館資料のデジタル・アーカイブ化を推進し、
公開・発信する取組 

イ 学芸員等の博物館専門職員等に対する博物館ＤＸに関する人材育成・研修を含む、
業務のＤＸによる学芸員の業務負担軽減を図る取組 

事業期間（着手～完了） 令和５（2023）年7月１日～令和６（2024）年2月29日

補助額（決定通知） 3,200万円 ※MuseumDX（博物館DX）推進事業の補助上限は4,000万円
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1. 大阪市博物館機構の紹介と補助事業概要

▍補助事業概要

背景：2025年大阪・関西万博の開催

• 多くの来阪が見込まれる状況で、連携事業

として2025年度に「大阪博」を開催を計

画（2023年度～2025年度予算化）。

• Webを利用し、一定数の所蔵品公開を行う

プロジェクトに取り組みたい。

状況：各館のデータベースは道半ば

• 収蔵品管理システムは機構として統一され

ておらず、各館様々。

➢ 分野の違い。収蔵品の質的違いが大。

➢ 総数200万点以上。数が多い。

➢ 各館の経過が様々。

• 各館の収蔵品の中から合計120点の「大阪の宝」を選定し、来歴等所蔵品

にまつわるストーリーを、高精細画像・VRコンテンツ等で紹介し一般公

開。※2025年度には大阪の宝リアル展示を実施。

• 各館の所蔵データを本データベースに連携させ、一般公開。

→収蔵品の魅力を発信することで、来阪を促し、都市大阪の賑わいの創出に

寄与する。

• 博物館のDX戦略にかかる研修も実施。



結果的に、自走化につな

がった要因に？

• 事業者との連携

実現したいことをいかに実現させるの

か、プロのサポートにより進めること

ができた。

• 「無理をしない」設計

できることからスタート。

✓ 各館の収蔵品管理システムを活かす。

✓ メタデータ統一という「理想」より、

「現実」を。
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２. 2023年度（補助事業期間）：基盤づくり

▍最初に取り組んだこと

• プロポーザルで事業者を募集

仕様書・募集要項を作成しながら、

「何を実現したいのか」に立ち返る作

業から開始。

先行事例（他館の例）を参考に。

• 業務の省力化を優先、拡張性も

検討

「二重の手間」が生まれない仕組みを

目指す。可能性は残す。
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デジタル大阪ミュージアムズ

２. 2023年度（補助事業期間）：基盤づくり

▍完成したウェブサイト～デジタル大阪ミュージアムズ

【２つの機能】

• 大阪の宝

• 各館の収蔵品を横

断検索できる統合

データベース
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２. 2023年度（補助事業期間）：基盤づくり

【大阪の宝】「大阪の宝」を育んできた都市大阪の魅力を「大阪の力（チカラ）」と

表現し、「大阪の宝」の来歴や作品等が持つストーリーを公開。
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２. 2023年度（補助事業期間）：基盤づくり
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２. 2023年度（補助事業期間）：基盤づくり

【各館の収蔵品を横断検索できる統合データベース】
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３. 2024年度（事業完了後）：自走へ

▍2024年度は不採択。なぜ事業を続けられたのか。

継続できた３つの理由

1 予算

大阪博の予算枠を活用。予算化された事業の一部・延長として位置
づけた。

２ 設計

2023年度の「省力化設計」が効いた。

３ 判断

バーチャル展示室の再考など：バーチャル空間構築にこだわらず、

収蔵品の見方・楽しみ方を伝えることに。

学芸員と相談しながら、優先順位を決定。
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▍2024年度に公開した主なコンテンツ【大阪の宝英語ページ】

３. 2024年度（事業完了後）：自走へ
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３. 2024年度（事業完了後）：自走へ

▍2024年度に公開した主なコンテンツ【大阪の宝解説動画】
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▍2024年度に公開した主なコンテンツ

【大阪の宝バーチャル体験展示室】資料により見せ方はいろいろ。バーチャル

の見せ方の見本帳みたいなものを。

３. 2024年度（事業完了後）：自走へ
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３. 2024年度（事業完了後）：自走へ



15

４. 2025年度～現在へ：自走＋利用促進

▍2025年度の計画

• 予算：機構内の予算（大阪博）の中で実施。

• コンテンツ：一部追加

➢ リアル展示「大阪の宝」のイベント等での公開を目指し、一部収蔵品のデータ化と公開

➢ 「大阪の宝」解説動画の追加作成と公開

• 利用促進に注力

➢ リアル展示「大阪の宝」と連動させ、ウェブサイトの利用促進

➢ 国内外に向けての大阪博プロモーションによって利用促進を加速

※2023年度～2025年度 日本博2.0を契機とする文化資源コンテンツ創成事業最高峰の文化資源
の磨き上げによる満足度向上事業に採択
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▍2025年度に公開した主なコンテンツ

【大阪の宝】タイム・カプセル  EXPO’70の３D化、タイム・カプセル 

EXPO’70に収納するために製作された映画〈表情 1970〉のデジタル化と公開

４. 2025年度～現在へ：自走＋利用促進
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▍利用促進

【大阪の宝のリアル展示との連動】ウェブサイトを案内する二次元コードを設置。

４. 2025年度～現在へ：自走＋利用促進



18

▍利用促進

【SNS等での広告配信】日本博2.0事業で国内外に発信。

４. 2025年度～現在へ：自走＋利用促進

【その他】大阪市立図書館の検索システムOMLINサーチと連携し、横断検索の
検索対象に。教員向け研修で、授業での活用方法を紹介する。 など

https://www.oml.city.osaka.lg.jp/oudan/
https://www.oml.city.osaka.lg.jp/oudan/
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５．成果と課題・まとめ

▍成果

• 多くの方に利用された：ウェブサイト アクティブユーザー数 218,434人  

表示回数402,672回（2024年2月20日～2026年3月31日 ※2026年6月30日閲覧）

国別
ユーザー数
（人）

％

1 日本 182,697 83.64%

2 シンガポール 19,231 8.80%

3 中国 8,322 3.81%

4 香港 1,691 0.77%

5 アメリカ 1,685 0.77%

6 台湾 1,667 0.76%

7 韓国 1,152 0.53%

8 フランス 217 0.10%

9 カナダ 171 0.08%

10 ドイツ 151 0.07%

男性, 

53.10%

女性, 

46.90%
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５．成果と課題・まとめ

▍成果

学校での活用事例も
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５．成果と課題・まとめ

▍課題

• 旗振り役の不在：複数館が参加するため、全体設計・推進を担うリーダーシップ

が必要。「誰がどのように設計するか、何をどうするか」という合意形成に時間が

かかった。

• 館ごとの違い：各館の状況はさまざま。なかなか進まない館も。

• 利用規約：二次利用条件の整備等

それでも、公開することで利用された。

課題を抱えながらも前に進めた。
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５．成果と課題・まとめ

▍まとめ～自走のために

• 無理しない設計を最初から：メタデータ統一・完璧なシステム等より、現場が続け

られる省力化設計を優先する。補助後のコストを見越した設計が自走の鍵。

• 孤独に取り組まない：先行事例を参考に、専門業者等と連携して実施。「自分たちだ

けで考える」より「すでにある知恵を借りる」ほうが早いし、より良くなる。

• 小さな一歩でも進める：状況や技術は変わり続ける。できることはないか、既存事

業を見直しつつ、やりたいことがある人と、できることをコツコツと。完璧を待たず公

開し、使われることで価値が生まれる。利用されることは、やる気につながる。

【おすすめ ※2026.6.29閲覧】

・ I.B.MUSEUM SaaS を使ったデジタルミュージアム・デジタルアーカイブ事例データベース

・「ミュージアムDX実践ガイド はじめて取り組むあなたのために」企画・発行文化庁 企画調整課 博物館振興室
Museum_DX_Practical_Guide.pdf

https://jmapps.ne.jp/digital_archive_db/
https://jmapps.ne.jp/digital_archive_db/
https://jmapps.ne.jp/digital_archive_db/
https://jmapps.ne.jp/digital_archive_db/
https://jmapps.ne.jp/digital_archive_db/
https://jmapps.ne.jp/digital_archive_db/
https://jmapps.ne.jp/digital_archive_db/
https://jmapps.ne.jp/digital_archive_db/
https://jmapps.ne.jp/digital_archive_db/
https://jmapps.ne.jp/digital_archive_db/
https://innovatemuseum.bunka.go.jp/cms/wp-content/themes/museum/assets/dowmload/2025/Museum_DX_Practical_Guide.pdf
https://innovatemuseum.bunka.go.jp/cms/wp-content/themes/museum/assets/dowmload/2025/Museum_DX_Practical_Guide.pdf
https://innovatemuseum.bunka.go.jp/cms/wp-content/themes/museum/assets/dowmload/2025/Museum_DX_Practical_Guide.pdf


本事業は、下記の助成を受け、ミュージアム活性化実行委員会、機構職員や多くの事業
者等の協力のもと実施できました。

また、大阪府立たまがわ高等支援学校（授業考案 釘貫ひとみ教諭）にご協力いただき、デ
ジタル大阪ミュージアムズの活用事例をウェブサイトで掲載しています。

ありがとうございました。

– 令和５年度文化芸術振興費補助金Innovate MUSEUM事業「博物館DX推進事業」

– 令和５・６・７年度日本博2.0を契機とする文化資源コンテンツ創成事業「最高峰の
文化資源の磨き上げによる満足度向上事業（補助型）」
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